
計画検討の対象区間

計画検討の流れ

今回



山陰近畿自動車道は、鳥取県・兵庫県・京都府を結び、広域的な道路ネットワークを形成する延⾧約120kmの高規格
道路
鳥取東部、但馬、京都北部の各地方生活圏を連絡するとともに、広域的な循環ネットワークを形成し、地域の交流・
連携の促進と安全・安心の向上を図ることを目的としています

山陰近畿自動車道の概要

地域の概況と課題（人口）
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京丹後市の人口（2020（令和2年））

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

19
8
0

19
8
5

19
9
0

19
9
5

20
0
0

20
0
5

20
1
0

20
1
5

20
2
0

20
2
5

20
3
0

20
3
5

20
4
0

20
4
5

（人）

総人口 年少人口 生産年齢人口 老年人口

大宮峰山地区（約20.9千人）、網野地区（約11.8千人）、久美浜地区（約8.8千人）に人口集積がみられる。
丹後地域の合計特殊出生率は、全国、京都府よりも高く、1.8人程度で推移しているが、京丹後市の人口は、昭和25（1950）年の8万3
千人をピークに減少が続き、令和2（2020）年では5万860人となっており、国立社会保障・人口問題研究所の将来推計によると、対策
を何もしなければ、更に人口減少が進み、令和27（2045）年には約3万2千人、高齢化率は約 50％になると予測されている。
少子高齢化・人口減少の進展による経済活動や地域コミュニティの維持などへの影響が懸念される。
⇒人口減少を前提としながら、定住人口だけでなく、関係人口・交流人口を増やしていくことが求められる。
■沿線地域の人口分布状況

■合計特殊出生率の推移
（人）

■京丹後市人口の推移

推計値実績値
出典： 総務省「国勢調査」

国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」

⾧期的に人口は
減少傾向

(32,000人)

(高齢化率50％)

50,860人

丹後地域 1.79人

京都府 1.32人

出典： 厚生労働省「人口動態統計特殊報告」

丹後地区

弥栄地区

総数（人） 構成率

峰山町 11,337 22%

大宮町 9,575 19%

網野町 11,778 23%

丹後町 4,657 9%

弥栄町 4,671 9%

久美浜町 8,842 17%

京丹後市（合計） 50,860 100%

出典： 京丹後市「令和2年国勢調査結果」

出典：総務省 「令和2年国勢調査」 / 令和2年国勢調査メッシュデータ
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地域の概況と課題（産業）

■丹後地域の特産品と販路

丹後ちりめん生産地

伊根ブリの養殖

京都北部地域

豊岡地区
（広域観光地区）

豊岡地区
（広域観光地区）

天橋立地区
（広域観光地区）

天橋立地区
（広域観光地区）

京都・大阪
中部・関東へ

丹後ちりめんの販路

九州へ

中国・四国へ

周遊観光による
間人ガニ・伊根ブリの消費増

間人ガニ・伊根ブリの販路

間人ガニの水揚げ

開通区間

事業中区間

未事業化区間（都市計画決定済）

調査中区間（都市計画未決定）

山陰近畿自動車道

0

1,000

2,000

3,000

4,000

13,000

13,100

13,200

13,300

13,400

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

■京丹後市の一次産業生産量

出典：京丹後市 H27～R4「 京丹後市統計書」

水稲収穫量（ｔ）／農家数（戸）

漁獲高（ｔ）／漁業就業者数（人）

減少傾向

減少傾向

■産業別就業者の比率

出典：総務省「令和2年国勢調査」

府全域に比べ
第1次・第2次
産業の占める
割合が大きい

伊根ブリ間人ガニ

日本三大ブリ漁場の伊根町で採れる良質な
脂を蓄えたブリを使った”ブリしゃぶ”は丹後
地方発祥ともいわれている料理。（諸説あり）

出典：京都府HP

間人漁港（京丹後市丹後町）に水揚げされ
たカニ（ズワイガニ）は、平成18年に特許庁
の地域団体商標を取得し、「間人ガニ」と呼
ばれています。

出典：伊根町観光協会HP

丹後ちりめん

出典：丹後織物工業組合HP

撚りのない経糸（たていと）、強い撚りをかけ
た緯糸（よこいと）を交互に織り込み、精錬に
よって糸が収縮、生地前面に細かい凹凸の
「シボ」ができた織物です。

第２次産業 第１次産業 第１次産業

出典：R3経済センサス活動調査

京丹後市69%

出典：H30 海面漁業生産統計調査京都府漁獲合計:62t 京都府漁獲合計:770t

京丹後市・伊根町64%

出典：H30 海面漁業生産統計調査

京都府, 
88%

その他, 
12%

京都府88%

全国出荷数量:666千m2

戦前から丹後は日本一の絹織物生産地となり、今やそのシェアは全国の約88％に上る「丹後ちりめん」、日帰り操業により鮮度が高く、
味や品質などすべてにおいて最上級といわれている「間人（たいざ）ガニ」、日本三大鰤（ブリ）漁場とである伊根漁港で水揚げされ
る「伊根ブリ」など、全国的に高い評価を受ける地域ブランドに強み。
⇒就業者の高齢化と後継者不足などにより農業、漁業の生産量が減少しており、労働生産性の向上が課題。

人流・物流ネットワークの強化による地産地消・地産来消の促進や輸送時間の短縮による販路拡大などが必要。

3,124戸
2,516戸

648人

277人

（ｔ） （戸）

（人）

丹後地域は機械金属関係企業が集積し、高い国内シェアを有する企業が存在。
京都縦貫自動車道の全線開通、 山陰近畿自動車道の開通に伴い製造品出荷額・新規工場立地件数は増加したが、H30以降は伸び悩み。
輸送ルートである国道178号、312号沿道には高速IC30分圏域に含まれない工業団地が存在し、新規工場立地は停滞。
⇒労働力確保や物流の効率化が課題。人流・物流ネットワークの強化による通勤圏の拡大や、京都縦貫自動車道の他にも、兵庫県域
（北近畿豊岡自動車・播但連絡道路）も使った新たな出荷ルートの確保などが必要。
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■京丹後市の製造品出荷額

地域の概況と課題（産業）
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道路整備の進捗に伴い
工場立地件数が増加後、横ばい

※新規工場立地件数はＨ18年からの累積

■京丹後市の新規工場立地件数

出典：経済産業省H26～R3「 工場立地動向調査」

出典：経済産業省 H26～R3「工業統計調査」

京都縦貫自動車道全線開通(H27.7)

京都縦貫自動車道全線開通(H27.7)

山陰近畿道京丹後大宮IC～与謝天橋立IC間開通(H28.10)

山陰近畿道京丹後大宮IC～与謝天橋立IC間開通(H28.10)

■京丹後市に立地する企業

■山陰近畿エリアの工業団地立地状況と高速30分IC圏域

株式会社日進製作所
超精密加工機械・生産ラインシステムを製造。

ホーニングマシン（自動車等の部品の穴をミク
ロン単位の精度で仕上げる工作
機械）は国内シェア50%以上を
占めている。

株式会社エクセル電子
スマートフォン等の部品の防水ジャック
や防水コネクタを製造。
主要販売先はパナソニッ
ク（株）、ソニー（株）、
京セラ（株）等。

株式会社紫野和久傳
丹後地域発祥の料亭和久傳が展開する
おもたせを
製造する会社。
全国の百貨店
で商品が取り
扱われる。
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大家町夏梅地区

京都三
和
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但馬空港周辺産業用地（仮称）

新温泉町福富地区

森本工業団地

豊岡中核工業団地

倉谷工業団地
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東
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本
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兵庫南部・西日本へ

鳥取・西日本へ

京都舞鶴港

日本海側初のFAZ(輸入促進地
域)指定港

出典：京都府HP

京阪神圏・

東日本へ

京都舞鶴港

綾部JCT

和田山JCT

清水工業団地コウノトリ
但馬空港

大山工業団地

養父市小学校跡地

香住区上岡地区

永留工業団地

韓国・中国へ

横ばい傾向

都市計画決定済区間
（高規格道路）

調査中区間（高規格道路）

開通区間（高規格道路）

事業中区間（高規格道路）

工業団地、工場適地地区
（現況の高速IC30分圏域内)

凡例

一般国道

将来の高速ＩＣからの30分圏域

工業団地、工場適地地区
（将来に高速IC30分圏域に入る)

現況の高速ＩＣからの30分圏域

出典：国土交通省「平成27年度全国道路･街路交通情勢調査 」/ 平成27年国勢調査メッシュデータ



地域の概況と課題（観光）

■山陰海岸付近の観光地及び著名地点観光入込客数
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（億円）

観光入込客

（万人）

観光入込客数

観光消費額

■観光客の推移

出典：京都府 H26～R4「京都府観光入込客数等調査報告書」

京都縦貫自動車道全線開通(H27.7)

山陰近畿道京丹後大宮IC
～与謝天橋立IC間開通(H28.10)

出典：兵庫県「令和４年度但馬地域 観光客動態調査結果（速報）」、鳥取県 R4 「主要観光施設入込客数」、
京都府「令和４年京都府域観光入込客数等調査報告書」、天橋立 宮津市推計値、夕日ヶ浦温泉 京丹後市推計値

拠点間に高規格幹線道路の
ミッシングリンクが存在

開通区間

事業中区間

未事業化区間（都市計画決定済）

山陰海岸ジオパークエリア

調査中区間（都市計画未決定）

山陰近畿自動車道

鳥取砂丘
(広域観光拠点地区)

観光入込客数：約190万人

天橋立

天橋立地区
(広域観光拠点地区)

あまのはしだて

観光入込客数：約26万人

余部鉄橋

観光入込客数：109万人

鳥取砂丘

観光入込客数：約93万人

鳥取砂丘

観光入込客数：約72万人

城崎温泉

鳥取空港

あまのはしだて

きのさき

あまるべ

鳥取砂丘 城崎温泉
120分→60分
60分短縮

観光入込客数：約40万人

夕日ヶ浦温泉
ゆうひ が うら

若桜町

八頭町

岩美町
鳥取市 新温泉町

香美町

豊岡市

京丹後市

伊根町

宮津市
与謝野町

養父市

朝来市 福知山市

舞鶴市

京都舞鶴港
（主要ゲートウェイ）

主要広域観光ルート

178

178

176

312

482

9

178

9

29

53

山陰近畿自動車道

京丹後市年別観光客入込客数

■京丹後市久美浜 網野周辺の主な観光地

出典：海の京都DMO 「海の京都エリアMAP」

2023温泉総選挙において、絶景部門全国１位を獲得した夕日ヶ浦温泉など、対象エリアには魅力ある多様な観光地が存在
京都府、兵庫県、鳥取県はユネスコが認定している山陰海岸ジオパークを活用した３府県連携の広域的観光を推進している。
⇒ミッシングリンク区間にある観光拠点は、周辺と比較して観光客を十分に引き込めておらず、観光拠点間における周遊性向上が課題。

優れたポテンシャルを有する観光資源を活かす観光ネットワークの強化が必要。

N

城崎温泉 天橋立
70分→40分
30分短縮

豊岡地区
(広域観光拠点地区)

地域の概況と課題（医療）

■山陰近畿自動車道による三次救急医療施設までのカバー圏域の拡大

豊岡病院

北
近
畿

豊
岡
自
動
車
道

178

丹後中央病院

弥栄病院

北部医療センター

調査中区間（高規格道路）

開通区間（高規格道路）

事業中区間（高規格道路）

現況の三次救急医療施設に
30分以内で搬送可能な範囲

二次救急医療施設

凡例

一般国道

将来の三次救急医療施設に
30分以内で搬送可能な範囲

人口カバー率集計範囲

都市計画決定済区間
（高規格道路）

三次救急医療施設

京丹後市を含む京都府北部は三次救急医療施設である公立豊岡病院のドクターヘリ（３府県共同ドクターヘリ）の運行範囲であるが、
原則として、午前8時30分から日没30分前までの運行かつ有視界飛行が原則であるため、悪天候時や夜間は運航できない。
京丹後市、兵庫県北部地域における豊岡病院への車両による30分圏域人口カバー率は44％と低水準。また、京丹後市域では、人口分
布が広範囲に及ぶため、救急現場到着所要時間は約48％が10分以上を要し、平均到着時間は京都府平均よりも約４分⾧い。
⇒住み慣れた地域社会の中で、安心して暮らせる環境づくりが課題。

三次救急医療施設への搬送手段の多様化、速達性のあるルート確保などが必要。
■救急現場到着所要時間別出場状況

10 

13 

44%

57%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

0

5

10

15

20

現況 将来

（万人） （人口カバー率）

※人口カバー率は30分圏域を含む市町である京丹後市と兵庫北部（豊岡市、朝来市、養父市、香美町、
新温泉町）で集計。

※現況：R2年12月時点の道路ネットワーク
将来：山陰近畿自動車道及び北近畿豊岡自動車道が全線開通

■3次救急医療の30分圏域カバー人口
出典：総務省消防庁

多量出血の場合
30分以上経過すると、
死亡率が50％を上回る

多量出血の場合
30分以上経過すると、
死亡率が50％を上回る

(京丹後市＋兵庫県北部)

図 カーラーの救命曲線
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京丹後市 京都府平均

（分）

約48%で到着時間10分
以上を要している

京丹後市の平均到着時間は
京都府平均より約４分長い

出典：国土交通省「平成27年度全国道路･街路交通情勢調査」 / 平成27年国勢調査メッシュデータ / 総務省「平成27年国勢調査」

■京丹後市消防本部
医療機関別搬送状況

３次救急は兵庫県の豊岡病院に
搬送（全件数の11％）

出典：京丹後市消防本部

令和4年「火災・救急・救助統計」

全件数
2，653件

294件

866件

796件

431件

226件

40件

公立豊岡病院（３次救急）

弥栄病院（２次救急）

丹後中央病院（２次救急）

久美浜病院（２次救急）

府立医科大学附属北部医療センター（２次救急）

１次救急

三次救急医療施設の
30分圏域人口は

約10万人→約13万人
(地域内人口カバー率※約44％→約57%)

出典：京丹後市消防本部 令和4年「火災・救急・救助統計」
京都府 令和3年7月「消防体制の整備推進計画（参考資料）」

久美浜病院



地域の概況と課題（現道）
国道312号には連続雨量170ｍｍで事前通行止めとなる雨量通行規制区間が存在
丹後地域全体が豪雪地帯でもあるため、国道178号、国道312号は降雪によっても通行止めが発生
平成26年 令和4年にかけて、全面通行止めが国道178号で21回、国道312号で9回発生
⇒災害時でも機能する信頼性の高い道路ネットワークの構築が課題。

R312（久美浜町坂井 栃谷）
連続雨量170ｍｍで事前通行止め

出典：京都府・兵庫県 H16～R4 通行規制履歴

■冬季降雪の履歴

出典：気象庁 峰山観測所
出典：全国積雪寒冷地帯
振興協議会

豪雪地帯：豪雪地帯対策特別措置法（第２条
第１項）に基づき指定された地域

うち4回

路面冠水

■災害別全面通行止め発生回数

京丹後市久美浜町平田地区

＜路面冠水、降雪状況＞

＜崩土、路肩欠壊＞

京丹後市網野町新庄（引原峠）

■国道178号（災害発生状況）

京丹後市網野町新庄（新庄川）

京丹後市網野町新庄（引原峠）

写真① 写真②

写真③ 写真④

写真①

写真②③
写真④

写真①

写真②③
写真④

高規格道路と直轄国道（国道9号）
でダブルネットワーク化

高規格道路の
ミッシングリンクを解消

■通行規制発生状況
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出典：京都府 H26～R4 通行規制履歴
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地域の概況と課題（現道）

■国道178号、312号の幅員狭小箇所・最小縦断勾配不足箇所・最小曲線半径不足箇所および交通事故発生位置

京丹後市における主要な幹線道路である国道178号、国道312号は、踏切交差・急カーブ・幅員狭小・急勾配など、道路構造に問題が
ある箇所が多く、旅行速度が40km/h未満である区間や交通事故発生箇所とも重なっており、速達性・走行性・安全性に問題がある。
⇒ 道路ネットワークの機能強化による速達性・走行性・安全性の向上が必要。

【写真①】線形不良
幅員・縦断・半径：京都府「国道178号・国道312号道路台帳」から抽出
交通事故発生位置：交通事故総合分析センターH30-R3「交通事故統合データベース」から抽出
混雑時旅行速度 ：国土交通省「令和3年度全国道路･街路交通情勢調査」朝夕（混雑時）旅行速度

から抽出

：幅員狭小箇所 （車道幅員W=6.5m未満）
：最小縦断勾配不足箇所（i=5%超）
：最小曲線半径不足箇所（R=150m未満）
：踏切交差箇所
：交通事故発生位置（H30～R3）

混雑時旅行速度40km/h未満の区間

混雑時旅行速度40km/h未満の区間

写真①

写真②

写真③

写真④

【写真④】踏切

佐野たけだ橋

【写真③】幅員狭小

【写真②】線形不良

混雑時旅行速度40km/h未満の区間

写真⑤

【写真⑤】線形不良

【写真⑥】幅員狭小

写真⑥


